
 令和４年 第 12回米原市定例教育委員会 

 

 

日 時：令和４年 12月 20日（火） 午後３時 30分開会 

場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 

（出席者） 

   教 育 長：馬渕教育長 

   教 育 委 員：中川委員、本庄委員、膽吹委員、法戸委員 

教   育   部：口分田部長 

教  育  総 務 課：梶田課長 

学  校  教 育 課：山口課長 

生  涯  学 習 課：平山課長 

ス ポー ツ推進課：平山主幹 

学 校 給 食 課：徳田課長補佐 

     図 書 館：梶川館長 

       書      記：奥村 

  （欠席者） 

     教 育 委 員：井口委員 

 

１ 開 会  

 

２ 教育長挨拶 

   皆さんこんにちは。１年で１番日が短い時期になってまいりまして、なんとなく憂鬱

な気分になりますが、学校にいた頃は子どもが早く帰るので、なんとなくゆったりでき

たところもあったのではないかということを思い出しております。最近の出来事につい

てお伝えしたいと思います。 

まず、米原市給付型奨学金の説明に米原高校、伊吹高校、長浜北高校、虎姫高校、彦

根東高校へ行ってまいりました。今年は少し範囲を広げて、虎姫高校と彦根東高校にも

行ってきました。彦根東高校では、３年前に大東中学校から３人彦根東高校に入学して、

今年の３月に卒業していますが、３人のうち２人が東京大学、１人が東京工業大学へ進

学する快挙を成し遂げてくれました。今年の米原市の進路説明会は、校長自ら参加させ

ていただくと喜んでおられました。これらは１例だと思いますが、中学生広場の意見発

表で米原中学校の生徒が全国５位になったり、いろいろなところで成果が出てきている

と思います。喜ばしいことと思います。今後さらに教育を充実させていきたいと考えて

おります。 

次に、第４回定例会の一般質問ですが、学校給食の無償化について、学校女子トイレ



の生理用品の配備について、それからペットの飼育に係る小中学校での教育について、

給付型奨学金における奨学生のコンタクトと交流についてと、このような内容でありま

して教育部長に全て答弁をしていただいたところです。 

また、終業式まであと３日となり、昨日の部長会で学級閉鎖は今のところありません

と報告した途端に、ばらばらと出てきまして、昨日４校で４学級、今日から学級閉鎖を

することになりました。今日の時点で明日から学級閉鎖をする学校も出てきまして、４

校５学級、すごいスピードで今までにない感じで広がってきているところです。冬休み

に入って落ち着けばいいのですが、最近滋賀県においてもずっと数が増えてきています

ので、ちょっと３学期が心配かな、というふうに思っております。感染対策を第１に考

えながら３学期を迎えていきたいと思いますので、御支援いただきたいと思います。 

以上、最初の挨拶とさせていただきます。本日も御審議よろしくお願いします。 

 

３ 会議録承認 

   令和４年第 11回定例会議事録 

 

４ 所属長報告 

（１）教育総務課長 

    報告事項につきましては、11月 20日に滋賀県教育委員会と滋賀県都市教育委員会 

連絡協議会との意見交換会が草津市で開催され、教育長と教育委員１人の御出席をい 

ただきました。また、後程報告いたしますが、12月１日から給付型奨学金の申請受付 

を行っております。令和５年２月 28日まで受付を行う予定です。また、12月 1日に 

小中学校ノートパソコン等購入の入札を執行しております。同じく 12月１日に、米原 

市議会第４回定例会が開会しております。12月８日には健康福祉教育常任委員会が開 

催され、教育に関する予算や、議案の審議をいただいたところです。12月 12日には会 

計検査院の会計実地検査を受検しております。同じく 19日には定期監査を受けており 

ます。 

    今後の予定につきましては、１月 24 日に定例教育委員会を予定しておりましたが、 

日程につきまして、後程相談させていただきたいと思います。 

 

（２）学校教育課長 

    報告事項につきましては、12月 10日にイングリッシュフェスを開催しました。小 

学生 30 人程度の参加がありました。今後の予定につきましては、年内にＭ－ＳＩＰ、 

年明けに市立校園管理職会議、二十歳のつどい、県人事ヒアリングを予定しておりま 

す。 

    教育センターの報告事項は、今年の子ども美術展の来場者については、2,535人で 

近江はにわ館で開催しました。教育研究論文については、１月 27日を締切りにしてい 

ますが、本数は例年より少ない見込みです。教育研究発表大会は２月 15日に動画配信 

で実施する予定です。ＴＭＴについては、できる限り先生方のニーズに合わせて少人 



数でも実施していく方針としています。また、学びっ子受講児童に対するアンケート 

結果では、特に１、２年生で勉強した内容で分からないことがあるの設問について、 

５月に実施した時点より数値が上がっています。ここが学びっ子の主な目的としてい 

るところであり、継続して実施していく意味があると分析をしたところです。 

 

（３）生涯学習課長 

    報告事項ですが、ルッチプラザのコンサート、シンガーソングライターの川崎鷹也 

さんの弾き語りライブが 354人の満員御礼の大好評で終えることができました。特に 

若い層の方に人気のアーティストですので、その企画も含めてルッチプラザの音楽ホ 

ールとしての魅力がより発信できた機会になったと思っております。旧常喜医院の体 

験企画ということで秋の茶会、１回 10人を定員として４回開催して、40人定員なの 

ですが 55人の参加をいただき、こちらも大盛況でした。また、サッカーのワールドカ 

ップ、日本対コスタリカ戦を、近江学びあいステーションこんせ近江でパブリックビ 

ューイングで催しを開催され、70人程度の参加があったと聞いております。また、近 

江学びあいステーションの企画「私原（まいばら）婚 花嫁行列」を青岸寺で開催さ 

れ、１組の参画がありましたが、ここには少しエピソードがありまして、このカップ 

ルなのですが、３年前に成人式実行委員会のメンバー同士という御縁で出会われてお 

り、１月号の広報の表紙に掲載予定ですので、御覧いただきたいと思います。ルッチ 

まちづくり大学は、２年目を迎えておりまして、学ぶから地域への関わりということ 

で、フィールドワークに舞台を移しながら実施しております。前回はローザンベリー 

多和田で、開発から今に至るまでのお話を聞いていただいたところです。 

    今後の予定は、令和５年米原市二十歳のつどいをルッチプラザで１月８日に開催し 

ます。今年も２部で学区別に２回に分けて開催をさせていただきます。 

 

（４）図書館長 

    報告事項につきまして、らくがきウォールは両図書館で行っているもので、大きな 

紙をパネルに貼りまして、お母さんへのメッセージなど、子どもたちが自由に書いて 

もらうという取組を行っています。利用者からいただいた壁紙を活用して行っていま 

す。 

今後の予定では、子どもの優先利用時間帯・キッズタイムですが、毎月 23日のまい 

ばら読書の日の午後に、にぎやかにしても良い時間帯として、７月から試行してきた 

ものです。12月に試行期間が終了することから、第３回の図書館協議会で今後の方向 

性を議論されました。キッズタイム試行日の貸出冊数が前年度よりも大幅に増加した 

こと、騒がしいという苦情がなかったこと、午前中の利用が多かったことなどから、 

来年１月からは、当面の間、規模を拡大し 23日を終日子ども優先利用日・キッズデー 

として、親子で周囲を気にせずに本を選んでいただける取組として進めていきたいと 

考えています。おみくじ付き福本袋は、福袋の本バージョンとなっていまして、テー 

マだけは分かるが中身は分からない状態にして、本を借りていただくという取組です。 



書を飾るは、恒例となりましたはにわ館で開催しております、書道の公募展です。 

新年の気分でバラエティ豊かな書道作品を展示できればと思っています。 

 

（５）スポーツ推進課主幹 

    報告事項につきまして、西日本小中学生ホッケー大会です。こちらは 11月 19日、 

20日と次の週の 26日、27日の２週間に亘って開催されまして、78チームの参加があ 

りました。ワールドマスターズゲームにつきましては、2021 年の開催予定でしたが、 

2027年に開催延期が決定しております。これに対しまして、詳しい内容などについて、 

県からヒアリングを受けております。ホッケー普及に係る小学校出前授業は、11 月、 

12月で５校で実施しております。年明けからも授業が実施される予定になっておりま 

す。 

今後の予定につきましては、国民体育大会について、今年 10月に栃木の大会が行わ 

れまして、来年以降の開催の自治体を対象にして事業の説明会が行われますので、参 

加する予定です。また、市スポーツ少年団のステップアップセレモニーと交流会およ 

び講演会として、６年生を対象にセレモニーと交流会、保護者を対象に講演会を予定 

しております。スポーツ推進委員の活動として、近畿の研究協議会研修会が兵庫で開 

催されるため、こちらは８人参加をしていただく予定です。次に、まいばらチャレン 

ジカップということで、市民スキー大会となります。こちらにつきましてはしばらく 

中止が続いていましたが、今年度、雪があれば開催することとして準備を進めていま 

す。また、米原市スポーツ顕彰表彰式を予定しています。最後に、びわ湖マラソンと 

いうことで、昨年度までびわ湖毎日マラソンという名前で開催されていましたが、今 

年から名前が変わりました。ボランティアスタッフとして 10人、スポーツ推進委員に 

参加いただく予定をしております。 

 

（６）学校給食課長補佐 

    報告事項につきましては、白ねぎ野菜収穫体験を 11月 25日、春照小学校と山東小 

学校の３年生を対象に、農協、営農組合等の協力をいただき開催しました。12月５日 

には、米原小学校２年生を対象に農協・生産者の協力の下、収穫をしてもらいました。 

    今後の予定につきましては、１月 24日から 30日まで、学校給食週間です。給食セ 

ンターから栄養士が小学校２年生のクラスを訪問し、給食センターで使用している調 

理道具について紹介したり、衛生面で気を付けていることを伝えます。県の学校給食 

提供事業はふるさと滋賀給食の日ということで、湖魚等の消費拡大を活用した、ビワ 

マスフィレの提供を受け、11月 18日の給食に使用しました。２学期の給食は 12月 22 

日まで実施し、３学期は１月 11日からスタートします。 

 

 

 

 



５ 所属長に対する質疑 

  Ａ委員   ： 問題行動事案の一番最後のケースについて、きわめてプライベートな 

例なので、介入することは難しい問題ではあると思いますし、実際に直 

接関わられるのは精神科の先生であったり、福祉関係とか医療関係の方 

だと思います。しかし、教育委員会学校教育課、学校としてもその子や 

保護者に対して、距離を縮めて見守りをしていただきたいと思います。 

２点目は、冒頭の教育長の話にもありましたし、前回も話がありまし 

たが、米原中学校の生徒が全国の中学生の主張で５位になられて良かっ 

たなということで、私も前回、スポーツだけではなく文化芸術関係でも 

アンテナを高くして、ぜひ顕彰して広報に努めてほしいということを申 

し上げましたが、先日このことが新聞に出ていまして、教育長と市長と 

共に掲載されていました。その中に簡単な要旨の紹介があったのですが、 

それだけでもすごい感性の良い話だと思いました。非常にハートフルな 

人権感覚に優れた子で、たぶん文書力も高いのだと思いますが、そうい 

うことは別にしてそれだけ評価された内容だと改めて思いました。全文 

を広報に掲載したり図書館に掲示するなど、全国５位の祝福を含めて、 

こんな感覚でこんなふうに考えている話があるということを、何らかの 

形で市民の皆さんにお知らせできるといいなと思いました。 

 

  Ｂ委員   ： 学校給食課の報告でありました、食の大切さを学べる機会をたくさん 

作っていただいていると思います。また、１月に学校給食週間が始まり 

ますので、食について考える良い機会になるかと思います。 

 

  Ｃ委員   ： 私事ですが、人権擁護委員をさせていただいておりまして、伊吹地域 

の小学校２校と伊吹山中学校については、人権教室という形で学校へ行 

かせてもらっています。子どもたちはとても真剣に聞いてくれたし、た 

くさんの意見を発表してくれたりして、本当に集中して話を聞いてくれ 

るし、また、自分の思いを伝えてくれるという、授業のような形でさせ 

てもらっているので、凄く嬉しい気持ちになりました。子どもたちの気 

持ちは、どれだけ自分の思いを外へ出せているのかということが心配だ 

と感じました。人権で誰かのことじゃないというキャッチフレーズがあ 

ります。自分自身に置き換えるということはなかなか難しいのですが、 

事例を見ていると何度も同じ子どもが関わっていることが多いですし、 

心配な辛い気持ちを分かち合うような時間を、クラスの日常の中で考え 

られる時間を作っていただけると良いと思いました。先生方もとても大 

変なことですが、丁寧に関わって、子どもたちの気持ちをより良く理解 

して把握することが出来たら、日常から子どもたちが分かってもらえた 

とか、自分の思いが出せたとかそういう取組が増えていくと良いと思い 



ました。 

          もう一つ、冬休みに入りますので、２学期の締めくくりで先生の思い 

も伝えていただき、新学期を迎えていただければ良いなと思いました。 

 

  Ｄ委員   ： いじめの事案の外国籍の子どもの件で、言葉が通じないというところ 

が一番大きな問題と思いますが、生活文化の違いで、外国の方は往々に 

して非を認めない傾向があるように思います。日本人は非を認めてお互 

いに誤ったら水に流してしまうところがありますが、外国の方は非を認 

めないままにそのまま普通の生活をしていても、あまり大きな問題にな 

らないというところがあるように思います。今後、言葉の問題が解決で 

きたら日本での生活文化や社会のルールを教えてもらう必要があると思 

います。もともとが違うのでなかなか日本の学校に馴染めないというこ 

とがあるのではないかと思いました。 

 

６ 議案審議 

議案第 41号 米原市就学援助規則の一部を改正する規則の制定について 

【教育総務課】 

   （内容） 就学援助の給付対象経費にオンライン学習通信費を追加するため、米原市 

就学援助規則の一部を改正するものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

原案承認 

 

議案第 42号 令和３年度実施事業における教育に関する事務の管理および執行の状況 

についての点検および評価等の報告について                  

【教育総務課】 

   （内容） 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条第１号の規定により令和 

３年度実施事業における教育に関する事務の管理および執行の状況の点検お 

よび評価等を行い、その結果に関する報告書を作成し、この案を提出するもの 

です。 

報告書の作成に当たっては、11月２日に米原市教育行政の点検評価に関す 

る懇話会を開催し、教育委員の皆様と学識経験者２人に御出席いただき、貴重 

な御意見をいただきありがとうございました。 

懇話会の内容につきましては、主要施策の事業分類により、自己点検および 

自己評価に基づき、御意見をいただきました。全般の事項につきましては、評 

価の客観性を担保するため、成果指標のある事業については、目標達成率に基 

づく評価を行い、目標達成率の無いについては、達成、未達成で評価をすべき 

との御意見をいただきました。 



点検および評価制度の概要では、コロナ禍の制約がある中で工夫や配慮を行 

ったことなど、全体を包括する表現を入れることについての御意見をいただき 

ました。 

各課の事項では、特別支援教育就学奨励費の全体支給金額が上がっているこ 

とに対する評価や、市民交流プラザの自主事業の入場者数や内容について評価 

をいただきました。また、認定こども園でのコロナ禍における活動の方法等に 

ついての評価や御意見をいただきました。 

学識経験者からは、コロナ禍にあって感染対策を講じながら創意工夫を施し、 

多くの事業を実施され一定の成果を上げていることから十分に機能している 

との御意見をいただきました。 

各対象事業数 31事業の評価はＡ評価が３事業、Ｂ評価が 21事業、Ｃ評価が 

７事業という結果でした。 

先の懇話会で皆様から貴重な御意見をいただきましたので、今後とも計画的 

かつ効果的に教育行政が推進できるよう努めていきます。 

 

原案承認 

 

議案第 43号 米原市立幼稚園規則の一部を改正する規則の制定について 

【保育幼稚園】 

 （内容） 米原市立学校設置条例の一部改正により、令和７年３月 31日をもって米原 

市立山東幼稚園を廃止することとなりました。幼稚園廃止に伴う子どもへの 

影響を鑑み、令和５年度以降、新たに満３歳の幼児の入園を許可しない取扱 

いとするため、この案を提出するものです。 

      

― 以下、議案に基づき説明 ― 

原案承認 

 

７ 報告事項 

  （１）米原市給付型奨学金の募集について              【教育総務課】 

   （内容） 令和５年度米原市給付型奨学金の募集については、12月１日から令和５年 

２月 28 日まで申請を受付しています。申請書につきましては、教育総務課、 

山東支所、伊吹・近江市民自治センター、各行政サービスセンターに設置し 

ています。公式ウェブサイトからもダウンロードが可能です。また、ウェブ 

サイトでは、所得基準の判定シュミレーションをしていただくことが可能で 

す。 

 

  （２）令和４年度米原市教育委員会学校訪問のまとめについて    【学校教育課】 

   （内容） 令和４年度米原市教育委員会学校訪問のまとめについては、どの学校も落 

ち着いて、まじめに学習に取り組んでいる印象を受けました。タブレットに 

ついては、以前よりも授業における有効活用が進んでいるという状況で、こ 

れまではとりあえず使ってみるということが重要としてきましたが、今後は 



より効果的な活用について追及していくことが大切との御意見をいただきま 

した。デジタルとアナログをうまく使い分けて、あるいはうまく融合させて 

授業を作っていくことが必要であるなど、たくさんの御意見をいただきまし 

た。 

また、コミュニティスクールは各校で進められており、学校ごとの特色が 

出てきているのではないかと感じられました。今後も地域の力を取り入れて、 

特色ある学校づくりを進めていくことが重要である、さらに、子どもたちが 

地域に貢献する活動を進めていくという御意見もいただきました。 

最後に、どの学校も「子どもたちが自分で掴む自分の未来」の構想が練ら 

れてきており、このビジュアル像を基に、地域や保護者にも十分に学校の目 

標などを説明しながら取組を進めている学校が増えてきたという印象を受け 

ました。 

今後も、子どもたちの実態に応じて、子どもの自己肯定感、自己有用感を 

育む取組を進めていくことが重要であるという御意見をいただきました。 

 

  （３）後援等名義使用承認（後援）について 

     ○令和５年湖北児童生徒書き初め展             【学校教育課】 

     ○宇宙探査ローバーを作ろう                【学校教育課】 

     ○まいばらチャレンジカップ 2023（第 18回米原市民スキー大会） 

【スポーツ推進課】 

    

８ 質疑応答 

    

 

９ その他 

 （１）令和５年第１回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和５年１月 23日（月）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 

 （２）令和５年第２回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和５年２月 20（月）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

10 閉 会 

 以上をもって令和４年第 12回定例教育委員会を午後４時 24分に終了した。 

 

 


